
Strixll：219-224（1992）

ツバメHZrzmdbrustjcaの集団ねぐらにおける

成鳥幼烏比の季節変化
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219

はじめに

ツバメHjru"dorustjcaは日本には主に夏烏として飛来し，北海道の道南から本州，四

国，九州の全域で普通に繁殖し，島喚部では佐渡，隠岐，対馬，五島列島で繁殖する（日

本野鳥の会1980)．また山口県および福岡県でも島喚を含めた全域で普通に繁殖すること

が知られている（日本野鳥の会山口県支部1990)．

ツバメは春の渡来直後で繁殖開始前の時期（風間・長谷川1969）および夏から秋にか

けて，繁殖終了後渡去するまでのあいだ，ヨシ原などに広い地域から特定の場所に集まっ

て集団で大きなねぐらを形成することが知られている（内田・仁部1939，須川1982，日

本野鳥の会遠江支部1986，小林1991)．

筆者らは，1982年より山口県および福岡県において，ツバメの集団ねぐらを観察してき

た．この観察の中で，夏から秋へと季節が進むほどに，それぞれのねぐらを利用する幼烏

の割合が多くなるように感じられた．そこで，季節によってねぐらを利用するツバメの中

で，幼烏の占める割合がどのように変化するのかを調査し，明らかにすることができたの

で，その結果を報告する．

調査地および調査方法

調査はあらかじめ行なったアンケート調査と現地調査の結果をもとに，数か所のねぐら

で幼烏比を明らかにするために，1982年から1991年の５月から10月のあいだに，のべ89日

間の標識調査を実施した．

山口県および福岡県のツバメのねぐらは，現存しているねぐら９か所，過去に形成され

ていたが，すでに消滅してしまったねぐら６か所の合計１５か所が確認された．筆者らはこ

れら15か所のねぐらのうち，ねぐらの規模や場所にかたよりのないように留意し，捕獲を

行ないやすい７か所のヨシ原を選んで調査を行なった．捕獲作業はねぐら入り時刻および

ねぐらからの飛び立ち時刻に合わせて1982年から1991年のあいだ，ねぐら利用開始初期の

５月下旬からねぐら利用終末期の10月初旬のあいだに，かすみ網をもちいて行なった．捕

穫された個体は，性別，年齢を記録した後，放鳥した（図１，表１）．
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表１．調査地内のツバメのねぐらの状況．

Table1．Theconditionsoftheroostinggroundsinthestudyarea．
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図１調査を行なったねぐら，および調査地内で発見されたその他のねぐら．

●：調査を行なったねぐら○：その他のねぐら

Ｆｉｇ．１．Ａｍａｐｏｆｔｈｅｓｔｕｄｙａｒｅａ．
●：Observedroosts○：Otherroosts．

山階鳥類研究所（1979）によれば，ツバメの成鳥，幼鳥の識別は比較的容易にでき，成

鳥は額とのどは赤褐色，虹彩は赤っぽい茶色，翼と尾を含め上面はすべて青色光沢のある

黒色，尾は長い燕尾で特に両最外側が長く先が細い．これに対して幼鳥は額と喉は黄褐色

やこれに薄茶色の混じったものなどがみられ，成鳥よりもかなり淡い．虹彩は赤色味の乏
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しい暗灰褐色で，翼と尾をふくめた上面は灰黒色で金属光沢は目立たない．尾が成鳥に比

べてかなり短かく，また先がやや太い．Svensson（1984）によれば尾羽のうち，最外側

尾羽が成鳥ではケ，で93～132ｍｍ，早で76～112ｍｍと長く，幼烏では60～74ｍｍと，成鳥

と幼烏では明らかに異なる．ツバメの性別，年齢については，体色，虹彩，尾長のこれら

の識別点をもとに，推定した．調査結果をもとに，集団ねぐらを利用するツバメの成鳥数

と幼烏数の季節変化を明らかにするとともに，季節変化をおこしている機構について考察

する．

結果

1982年から1991年の５月から10月にかけての，のべ89日間の調査によると，ねぐらの利

用は早いところで５月下旬から，多くは６月初旬にはじまり10月中，下旬ごろまで続き，

ピークは７月中旬から９月初旬であった（図２)．

調査期間中に捕獲した合計個体数は2,479羽で，そのうち成鳥が466羽（18.8％)，幼鳥

は2,013羽（81.2％）で，幼烏が有意に多かった（表２，２項検定，ｚ＝31.1,Ｐ＜0.001)．

期間ごとの成鳥，幼烏の割合は，ねぐらの利用初期の５月後期には，捕獲個体数が16羽

と少ないものの，１５羽が成鳥で，期間内の全捕獲数に対する幼鳥の割合（以下幼烏比とい

う）は6.3％であった．６月前期には幼鳥比は39.1％と，かなり幼烏比が増加したものの，

やはり成鳥の割合が高い．しかし６月後期には幼鳥比69.9％と幼烏の割合が多くなり，季

節が進むにしたがって，７月前期（70.8％)，７月後期（74.2％)，８月前期（85.4％)，８

月後期（89.0％)，９月前期（95.0％)，９月後期（98.2％）と捕獲されたツバメの中で幼

鳥比が約70％から90％以上にも増加した．ねぐら利用の末期にあたる10月前期については

調査回数が少ないものの，捕獲した４羽すべてが幼烏であった（表２)．
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図２．調査１回あたりに捕痩されたツバメの成鳥数（■）と幼鳥数画の季節変化．

Fig.２．Theseasonalfluctuationinnumberofadult(■)ａｎｄjuvenile侭)BarnSwallows

caughtatonetime．
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表２．月旬別の成鳥，幼鳥の捕獲数

Table２．ThenumberofcapturedadultandjuvenileBarnSwallowsontwice-a-month

study．
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Ｍａｙ
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成鳥と幼鳥の各期間による捕獲数の頻度分布をKolmogorov-Smirnovの２試料検定を

おこなった結果では，有意に異なっていた（Ｄ＝0.169,Ｐ＜０．００１)．成鳥数の最大が７

月下旬にあるのに対して，幼鳥数の最大は８月下旬であった．

考察

山口県および九州北部では，ねぐらを利用するツバメの個体数が増加するのは６月初旬

ごろであるが，これは巣立ちした幼烏が多数就蹄するようになることがおもな原因であろ

う．つまり，第１回目の繁殖で生産された幼鳥と成鳥の一部とによってねぐらが形成され，

その後ねぐらを利用するツバメが増加する．この増加は，おもに巣立ちした幼烏と，繁殖

を終了した成鳥の利用が増えたためと考えられる．

１シーズン中に１つがいあたりのツバメが生産するヒナ数は，柿沢（1972）が，410巣

のうち110巣で２回目の繁殖が行なわれ，一腹卵数は３～７卵で平均4.87卵，繁殖成功率

62.0％であることを報告している．ヨーロッパでは，一腹卵数はイギリスでは平均4.4卵，

スコットランド南部では平均4.7卵，スコットランド北部では4.4卵，繁殖成功率について

はイギリスでは71.9％，西ドイツでは88.2％である（Crampl988)．

以上の結果から一腹卵数を４～５卵，繁殖成功率を60～70％と仮定した場合の，つがい

あたり２回の繁殖で生産される幼鳥数は，４～５羽×２回×0.6～0.7＝4.8～7.0羽であり，

もし，成鳥とその年に生産された幼鳥が，すべて，ねぐらを利用した場合，全体の中に幼

烏が占める割合は70.6～77.8％となる．しかし実際には，８月前期のねぐらを利用するツ

バメの就婚個体群の幼鳥比は，85.4％（成鳥１に対する幼鳥の割合１：5.9)，８月後期の

89.0％（１：8.1)，９月前期の95.0％（１：19.1)，および９月後期の98.2％（１：53.3）で，

幼鳥の割合がかなり高い．

これは成鳥の絶対数の減少，つまり渡去の開始によるものと考えられる．ツバメの成鳥
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は幼烏よりも早く，８月から越冬地への渡去をはじめ，９月にはほとんどの個体が渡去し，

幼烏群は遅れて９月に渡去のピークがあると思われ，成鳥と幼鳥が別々に時期をずらして

越冬地へ渡ることが示唆される．このことは成鳥と幼烏の捕盤個体数の分布様式の違いと

もよく一致する（図２)．

幼烏群が成鳥とは別に遅れて渡去することは，多くの種で知られており（Griffinl969)，

年齢のちがうそれぞれのグループで別々に渡ることによってツバメの幼烏は，飛期性昆虫

の半迩目（たとえばセジロウンカSogateIja血rc旅rα，シマグロヨコバイjVePﾉiotettjx

cmctjceps)，双趨目（たとえばキンバエLucjjjacaesar)，膜迩目（たとえばクロオオア

リCbmpo"tusﾉﾋＩＰＯ"jcus)，靖蛤目（たとえばナツアカネSympetrumdaruﾉｍｊａ皿、，イ

トトンボCoe"αgrjα"jdaeSPP.）などの食物（清棲1978）資源が減少をはじめるであろ

う，夏の後期から秋にかけての時期に競合する成鳥の渡去による減少によって，食物資源

の不足，枯渇する時期を引きのばすことになり，幼烏が体脂肪層の蓄積を促進し，体羽，

特に風切羽や尾羽などの幼羽をより長距離飛行に適合するように形成させることを，この

あいだに可能にしているのであろう．

ほかにねぐらを利用するときに捕獲されたツバメが幼烏にかたよる理由としては，成鳥

に比較して幼烏が捕獲されやすいことも考えられる．つまり巣立ってまもない幼烏は成鳥

に比較して風切羽や尾羽が短く飛期能力が十分でなく，経験不足による判断能力の未熟さ

と相まって，ねぐらに張られた障害物であるかすみ網直前で急激な方向転換がうまく行な

えず，捕盤される可能性がある．
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要約

1.1982年から1991年に山口県および福岡県の７か所のツバメHjrlmdorus"Ｃａのねぐらで，のべ

８９日間のねぐらを利用する個体の成鳥，幼烏比を明らかにする調査を実施した．

２．５月から10月の間に合計2,479羽を捕獲し，そのうち成鳥が466羽（18.8％)，幼烏が2,013羽

（81.2％）で，幼烏が有意に多かった．

３．捕狸されたツバメの成鳥に対する幼鳥の割合は，５月後期には6.3％，６月前期が約40％であっ

た．６月後期に約70％と捕獲されたツバメの中で幼烏の占める割合が増加し，８月には80％以上，

９月には90％以上になった．各期間における成鳥と幼烏の捕盤数の分布様式は成鳥が７月下旬にピー

クがあるのに対して，幼烏は８月下旬にピークがみられ，有意に異なっていた．

４．８月後期と９月のねぐらを利用する幼烏比の増加は，その年に巣立った幼烏数だけでは説明でき

ず，成鳥群の渡去によるものと思われる．このことは成鳥と幼烏の渡り時期が異なり，成鳥は８月

ごろに，幼烏は９月ごろに越冬地へ向けて渡りを行なうことを示唆している．
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ProportionofjuvenilestoadultsintheBamSwallow's

Hjru"dorustjcaroostinggrounds．

ShigekiKobayashil，MasafumiTakeshita2,andKazuyukiMuramoto3

1.WedeterminedtheratiobetweenadultandjuvenileBarnSwallowsatoccupiedroost

sites、Datawascollectedon89daysbetweeｎｌ９８２－１９９１ｉｎＹａｍａｇｕｃｈｉａｎｄＦｕｋｕoka

Prefectures、

2.Wecaptured2,479BarnSwallowsfromMaytoOctober､Therewere466adults（18.8％）

ａｎｄ２，O13juveniles（81.2％)．Thedifferenceinpercentagesbetweenagegroupsis

significantlylarge、

3.Theratiosofjuvenilestoadultsareasfollows:6.3％inlateMay､40％inearlyJune,70％

inlateJune,ｍｏｒｅthen８０％ｉｎＡｕｇｕｓｔａｎｄｍｏｒｅｔｈｅｎ９０％inSeptember・Thegreatest

numberofadultsoccurtowardtheendofJuly,whilethenumberofjuvenilesishighest

fromtheendofAugusttoSeptember､Thustheratiosbetweenthemvaryaccordingto

monthsandtheirvariationsaresignficant、

4.Highnumbersofjuvenilesandthedepartureoftheadultsisresponsiblefortheincrease

intheproportionofroostingjuvenilesfromlateAugusttoSeptember・Thissuggeststhat

theadultandthejuvenileswallowsmigrateindifferentperiods､Theadultsleavefor

theirwinteringgroundsinAugust,whilethejuvenilesdepartinSeptember、
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